
資料３ 

今後の審議会の開催について 

 

１ 岡山県による利用関係 

 ・ 2017年診断症例については、令和 2（2020）年 3月頃に、全国がん登録データベースの

各種データが利用可能となる予定。 

 ・ 2018年診断症例以降についても、概ね同様のスケジュールになると考えられる。 

   →  新しい年次のデータが利用可能となったときは、速やかに報告書を作成し、県民

や医療関係者等へ最新の県内がん罹患状況を公表する必要がある。 

      このため、岡山県による報告書作成を目的とした情報利用については、今後、審

議会を書面開催としたい。（事務局案） 

 

【参考】データ確定までのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市町村及び研究者への提供関係 

 ・ 現在、データ提供に関する事前相談はない。 

 ・ 地域がん登録における研究者への情報提供実績（過去５年）は以下のとおり。 

     H26.12.15 愛知県がんセンター研究所 

     H27. 6.18 大阪大学大学院 

     H29. 9.19 国立がん研究センター 

     H30. 7.10 岡山大学病院 

    

→  当面の間、審議会の開催時期及び回数については事前に設定せず、岡山県へ事前相

談があった時点で調整することとしたい。（事務局案） 
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